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股筆
市政発展の功労者

104人に表彰、感謝状

合
年
は
国
間
宵
年
年
・
こ
れ
を
田
怠
し
、
位
向

8
田
市
民
品
置
と
五
本

館
公
園
を
メ
イ
ン
会
濁
巳
、
あ
び
こ

1
Y
Yフ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
行

い
ま
マ
・
酎
崎
会
、
ラ
リ

l
、
ロ
ッ
ク
穴
会
と
盛
り
だ
く
さ

ん
.
著
書
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
骨
骨
た
で
も
ふ
る
っ
て
ご

。
加
く
だ
さ
い
・

H
国
眠
宵
年
年
配
愈
・
歯
車

実
行
祭
興
会
思
務
局
宮
門
前
回
)
1
5
1
4
E

日
月
詑
目
、
市
制
喝
行
時
周
年
紀
念

式
典
が
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
・

式
典
で
は
市
長
式
牌
.
市
機
会
破
門
院

の
線
開
"
に
つ
づ
き
、
市
政
の
発
展
に
尽

さ
れ
た
方
々
に
袋
紛
状
.
出
願
鮒
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
.

市
民
は
式
併
の
な
か
で
‘
我
首
相
子
市

の
は
日
年
を
鍛
リ
返
り
、
『
農
村
的
色
彩

の
強
か
っ
た
市
の
悌
子
は
住
宅
郎
市
へ

と
急
変
.
市
政
も
郷
市
則
一
へ
大
き
〈
移

行
し
て
き
た
.
今
後
と
も
開
明
細
心
的
な
我

係
子
市
担
股
の
た
め
.
さ
ら
に
努
力
し

て
い
き
た
い
」
と
侠
拶
し
ま
し
た
.

ロ
ッ
ク
&
ゲ
ー
ム

育
織
を
と
も
に
作
り
あ
げ
‘
と
も
に

慌
し
む
中
で
友
情
の
鎗
を
広
げ
る
.
そ

ん
な
グ
ル
ー
プ
が
市
内
に
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す

.
m月
初
日
の
ヤ
ン
グ
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
好
僻
を

得
た
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
が
.
五
本
絵
公

閣
の
特
股
ス
テ
ー
ジ
で
務
さ
み
な

g
る

摘
奏
を
披
露
し
ま
す
・
ニ
の
ほ
か
、
備

し
い
ゲ
l
ム
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
-

V
出
演
グ
ル
ー
プ
イ
ル
カ
ト
ラ
ス

W

F
L
Y
-
ス
キ
y
パ

l
ズ

滋
駐
車
舗
は
日
本
火
災
海
上
グ
ラ
ン
ド

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
.
な
お
.

野
外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
終
了
後
‘
五
本

綾
公
聞
か
ら
湖
北
駅
ま
で
.
市
の
パ
ス

を
運
行
し
ま
す
・

4
メ反

斗
叶
唖

4
メ

伝
巴ea山

T

V
日
時
附
初
引
年

i
月
1
H
-
小
州

略
行
、
民
天
中
什
}
受
付
午
前
8
時四叩

E
桝
H

分
か
ら
9
時
mw
分
ま
で
閥
会
式
午
前

1
4

9
時
犯
分
鴎
銭
開
鎗
午
前
叩
時
間
な
お
邸
送
に
よ
る
申
し
込
み

ι法
け

付

戸

同

』

会

式

午

前

川

崎

加

分

け

ま

す

ー

必

ず

現

金

山

泊

で

.

拘

係

F

一
品
伽

U

V
窃
所
湖
北
台
中
唯
a
M
慌
(
開
閉
式
)

1

6

8

4
敏
河
盛
岡
合
体
行
探
ヘ

f

一
i
・
'

V
種
目

2
b年
生
男
・
女

(
M
M
~
V
ゆ
る
期
限
ロ

η初
日
一
金
)
必
泊
一
訓
園
周

*
S年
金
男
・
女

(
M
M
)
申
フ
ア
ミ

va出
帯
。
各
組
目
一
ト
フ

7ζ
リ
l
除

一

・
4

リ
I
(
川
知
)
守
中
学
生
男
・
女
(
3
〈
)
上
位
6
位
ま
で
に
賞
状
、
食
品
・
一
回
国
戸

畑
)
ホ
一
曲
目
{
高
校
生
含
む
}
男
・
女

A
R
U
に
参
加

q

e
一
位
、
れ
年
は
一

E
E
-

(
m
M
)
$
壮
年
(
伺
段
以
上
)
一
5
M
)

完
走
者
に
完
走
鉦
。

77ζ
リ
l
は
一
'
園
、

V
出
渇
資
格
O
各
楠
臼
に
つ
い
て
定
期
比
診
加
貧
お
よ
び
完
定
値
の
み
一
日
刊
喧
n

ー

で
き
る
能
力
争
肴
す
る
方

O
事
前
に

V
そ
の
他
。
ゼ
ノ
ケ
シ
「

77ζ
リ

一

医
師
の
健
康
除
断
争
長
け
異
常
の
な
い

l
除
〈
「
は
主
他
品
引
が
琳
仰

O
ス
タ
一

-nu

方

O
小
・
中
学
生
は
保
局
者
の
同
窓

l
ト
.
ゴ

l
ル
以
湖
花
台
中
学
校
。
一

d
司

借
を
縫
出
す
る
こ
と

O
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
は
小
学
生
午
前

m
q
そ
の
一

h
u
B

は
銀
子
、
兄
綿
等
と
す
る
こ
と
他
は
午
前

ω時
初

分

一

-U
咽
州

V
申
し
込
み
申
込
刷
紙
(
市
役
所
市

V
共
催
市
体
育
協
会
.
敏
宵
後
日
会
一
ー
・

i

民
相
餓
策
、
支
所
に
別
怠
)
に
必
要
事

V
主
管
市
隙
上
臨
時
偶
協
会
、
市
小
中
一
回
国
一

z

mを
明
犯
し
申
込
料
と
と
も
に
体
制
H
練
学
校
体
内
H
迎

盟

一

4
:

ま
た
は
市
役
所
市
民
相
阪
東
.
各
支
所
マ
問
い
合
わ
せ
敏
育
成
官
民
会
体
育
探
一
、

へ
ご
持
品
世
く
だ
さ
い
・
申
込
料
は
小
・
宮
(
回
)
1
1
5
1
、
出
自
の
問
い
合
わ
一

6
a
m
q

中
学
生
お
よ
び
フ
ァ
ミ
リ
ー

(
1組
)
せ
は
湖
北
台
中
学
後
(
午
前
8
時
以
降
)
一
・
ー

O

円

一

般

壮

年

円

台

8

T

会
川
口
仰
は
次
の
通
り
で
1
0

0
ロ

H
3日
{
火
)
間
会

0
9日
(
月

}sn臼
(
水
)
市
政
に

付
す
る
.
般
杭
問

。
ロ
日
(
木
}
桜
本

m忽
符
別
世
官

。
日
目
(
金
}
総
務
企
岡
常
任
容 出場者募集

〈元旦マラソン一般・壮年コース〉一位一
壮年一

社
会
術
生
常
任
昏

O
M
m自
(
月
)
丈
教
側
MM常
任
笹

原
業
土
木
就
任
答

O
W臼
{
火
)
予
鯨
官
問
責
特
別
委

o
m日
(
水
}
保
択
閉
会

V
問
い
合
わ
ぜ
繊
会
事

mM

2.53 
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品
提
れ
州
問
点
。
ニ
の
時
按
向
付
点
つ
の
が

、
i

哨
唱
に
ま
で
競
べ
ら
れ
た
術
品
ゃ

を

く

し

た
広
ま
物
。
織
だ
熱
心
は
い
い
の
で
す
が
‘

し

ο
し
紛
の
紫
綬
先
聞
な
い
、
時
げ
の
)
ン

く
す
間
同

た
で
制
刊
ャ
マ
。
交
通
事
故
品
川
生
の
派
閥
と

わ
産
に
'
:
、
!
日
t
コ

7
;
1
7

~
嗣
閉
会
主
一
号
円

UHHて
主
d
2
4
Y
L

は
主
的
世
ま
す
む
高
文

rれ
j
u知
力
サ
啄

銘

髪

、

一

i

j

!

港

資

く

で

す

う

し

V
問
い
合
わ
骨
辺
路
課
管
即
停

pd 
r

f

 

三
、
ゆ
る
聞
協
索
後
滋
知
を
警
に

仰
臨
時
開
組
問
の
支
払
い
を
は
じ
め
と
し
と
制
制

1
j
i
j
淡
の
し
く
み
と
、
山
間

正
一
側
一
量
減
へ
の
遼
制
併
を

一
郎
川
一
深
め
て
い
た
だ
き
忍

一
誠
一
作
一
識
か
ら
十
分
な
俊
博
明

一

渓

玖

一

一
j

一
ぉ
一
変
授
と
病
気
の
挙
制
州

市
川
で
は
も

M闘
派
加
入
お
の
医
然
保
時
開
甲
山
通
知
Mrt甥
月
と
通
知
時
期
一
等
一
番
一
お
け
見
、
早
期
品
川
壌
に

と

譲

与

る

た

め

‘

室

内

議

寸

』

割

引

喜

一

ご

一

義

け

、

警

毒

殺
事
議
長
ハ
打
つ
ぞ
お
り
ま
す
が
、
半
年
一
第
1

日
…
昭
利
明
咋
潟
市
哨
昨
一

γ
、
一
ム
一
保
連
日
可
い
ご
同
問
h
く

て
可
[
|
…

7
月

u
n
!中
旬

町

民

山

手

一

附
唱
も
次
の
と
お
り
即
時
間
昭
校
通
知
合
実
縦
一
l
i
l
-
-み
引
川
引
川
斗
引
引
川
川
一
例
…
知
一
戸
…
8
い。

一第

z
m
H
…
丸
干
町
村
一
同
H
h
l
H

一
診
一
点
一

い

た

し

ま

す

む

門

川

川

川

下

|
M同
』
川
川
げ
畑
一

4
2
一
円
山
一
帯
問
問
い
合
わ
せ
返

事

総

聖

書

室

、

治

療

区

分

誤

認

年

7;IEZ
号

斗

知

塁

手

に

つ

い

て

(
入
段
外
来
e

品
開
制
ヤ
潟
剣

τ受
診

通

知
4
7
w
僚
門
)
の
医
蝦
賀
状
況
は
ド
長
一

q
M

一
げ
一
は
、
必
ず
日
出
伊
昨
年
金

年
門
灯
、
け
れ
数
、
民
家
校
総
績
の
と
お
り
で
寸
。
老
人
保
健
分
は
除
ミ
「
ド
ト

|
L
説
法
付
係
へ
岱

の

科

、

一

弘

語

、

逸

機

顕

覇

王

レ

一

汗

口

一

一

次

長

認

中

に

申

L
1
~
、

)

託

事
e
ι
F
e
E
E
旬、:冷ソ
f
J鵠
ー
を
ぬ
嘩
し
韓
日

1
H
H
U
T
F
'」

委
主
;
、

J
E二
?

二

九

一

」

主

口

で

き

る

人

自

主

主

長

税
さ
山
初
心
組
長
ぜ
い
日
目
事
脳
内
J
H
r
b
L
l
b
r
E草

し

た

人

(

喜

主

主

納
器

Ff
守
E
R
老町

U-H円
月

一

E
J
q

遣

に

主

建

築

さ

れ

た

長

釘

お
り
ん
。
む
、
山
間
年
中
い
↑
什
ば
燃
い
を
崎
市
袋
L

私
道
の
所
有
者
三
一
:
有
す
る
も
の
(
共
有
司
り
司
司
」
討
川
町
い
れ
れ

1
j
u
h一
日
以
内
日
間

一
向
る
一
同
州
…
お
泡

ι一

J

弘
遂
の
減
額
補
正
を
昭
和
山
田
年
産
に
亨
私
選
時
続
五
率
表
公
選
考
古
川
V
A

進

一

一

戸

L

一
f

一
t

必
ず
一

u

柏
町
宇
、
測
は
閉
山
阪
の
わ
か
る
あ
り
ま
甘
ん
ι

実
線
し
ま
し
た
が
、
沼
初
日
年
注
に
む
に
巡
り
絞
け
で
き
る
私
選
に
つ
い
と
立
一
土
日
立
一
'
一

B

F

一

ιの
¥
は
紋
所
定
向
洋

V
市
J

腎
織
欄
間
川
町
制
刊
山
W

年
内
川
は
け
日
時
り
か

♂

p
a
e

一

山

山

川

…

話

一

%

弱

一

‘

一

!

?

い
て
も
実
施
し
ま
す

o

弘
遂
の
所
有
者
公
選
に
準
ず
る
数
い
と
会
り
ま
す
o
k
f
w

一
州
制
…
間
…
問
問
一
般
に
引
民
地
m
u
m
t
v
h吐
け
て
け
る
人
一
つ
叫
川
和
引
日
午
1
H凡
打
刊
行
ま
?
し
総
内
総
嶋
崎

は
、
次
の
と
お
り
十
市
役
所
譲
日
間
諜
土
処
ど
し
、
災
お
の
弘
滋
に
つ
い
て
点
、

H
M

一1
J
3

…

ぃ
1
1
1
1
1
1
1

一11
1
1
1
1

」
で
、
判
例
一
円
的
が
鳩
え
と
こ
と
い
よ
り
お
よ
び
路
支
所
刊
行
設
必
河
川
総
々
は
市
災

調
布
且
芯
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い

ο

主
将
問
問
状
況
に
む
と
次
表
ぬ
と
お
り
液
一
一
竺

M

四

一

%

一

%

一

締

γ

奈
か
疲
れ
る
山
川
合
同
、

J
徐
州
よ
お
の
一
告
の
み
)
て
中
久
駒
山
恨
の
だ
か
相
、

裏

書

媛

総

吉

年

波

書

ま

き

を

し

ま

す

。

回

一

竺

mw

…

竺

ω
一

議

高

ま

r
L
悲

し

て

く

だ

三

党

付

先

行

ぷ

ふ

ま

え

ら

重

苦

渋

世

間

三

望

号

、

長

綴

寸

分

1
ゴ
1
才

ユ

九

民

主

的

泳

三

人

的

認

め

nu

示

。

mw
一

日

一

一

戸

研

一

社

…

新

増

築

各

れ

た

方

V
喜

重

量

昔

話

前

年

ロ

言

語

雲

市

、

F
Fと
し

ま

す

滋

一

之

…

J
4
一

札

一

円

守

安

誤

認

で

い

る

一

一

治

品

目

ま

士

号

L
7
5言
語

一

主

実

際

に

そ

の

霊

長

尽

私

一

¥

畑

一

2

長

一

日

報

官

い

高

記

法

c
f
z
a議題
お

す

れ

主

主
け
ん
可
川
目
、
白
押
ヤ
1
η
1
む
か
ら
適
…
…
期
し
て
い
る
一
戸
数
で
、
そ
の
七
段
ぬ
続
十
判
可
芥
し
い

γー
い
い
い
い
1
し
は
併
約
九
以
下
決
必
作
山
内
郎
八
万
一
が
4μ
げ

の

ア

ハ

g
j
.

に

な

り

ま

す

。

)

者

絞

?

は

め

り

ま

ぜ

ん

。

中

止

M
4
n

酬
に
次
の
お
相
州
市
ヤ
ペ
ノ
ち
い
い
ず
れ
か

l
以
j
〉

上

w'滋
山
一
一
串
官
制
作
日
目
払
議
と
L
ど
料
開
閉
し
な
れ
山
、

e~
幻
滅
ω
止
を
A
A
け
る
人
は
、

V
問
い
合
わ
せ

M
M
制
M
A

NE--一
円

-US大
和
問
地
の
市
猶

拡
…
幡
工
事
で
車
開
通
行
止
め

門

u
n
l
H
か
ら
来
年
3
月
末
訟
で

門

M
H
円

1nよ
り
市
川
地
ぬ

1
1
3
5
M常
総
の

e

抑制紋

制
川
上
療
を
に
日
い
ま
す
。

N

E
C校
総
チ
彩
議
鴻
か
ら

中
総
〈
火
釦
間
以
仙
関
川
ま
P

N
E
C判
例
よ
り
約
6
0
0

じ
め
災
級
め
よ
ぷ
?
ト
9
0

こ
の
た
め
宅
政
符
1
門ね

か
ら
前
年
3
H月
日
付
れ
ま
で

事
総
減
い
打
法
め
(
務
付
議

A

ぷ
町
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わ
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司
日
正
民
間
大
臣

へ
日
掛
け
中
山
る
こ
と
に
よ
リ
て
日
本
町
田

経
を
取
引
用
問
で
き
る
よ
3
に
な
り
ま

'ν

た。
特
甘
仁
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憎
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問
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滅
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を
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範
凶
ん
も
強
制
加
入
者
(
第
3
号
被
保
識
者
)
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
校
三
当
↓
ず
る
人
は
、
謀
総
記
婆
停
を
す
べ
て
潟
と
し
て
い
る
会
む
}

が
拡
大
さ
れ
ま
す
c

今
ま
で
任
意
加
人
と
な
り
、
将
来
幕
品
昨
年
金
争
受
け
る
こ
履
け
山
内
か
必
要
と
な
り
ま
す
e

が
、
品
礼
会
保
険
庁
次
び
中
市
役
訴
か
お
悶
腕
開
明
祁
前
年
4
月
1
日
か
ら
あ
3
号
被

4

'

A

還
を
際
民
ま
さ
押
注
意
総
入
し
て
い
け
主
主
誇
火
、
れ
て
い
な
い
人
は
、
市
探
検
者
資
出
間
取
件
紛
の
月
九
吋
を
す
る
F

る
人
的
・

2
0‘
ご

主

人

判

長

筆

食

ま

護

手

護
1

各
党
ロ
州
、
害
派
議
中
止
か
え
詳
l
い
と
と
は
後
日
計
知
ら

を
た
は
総
員
保
殺
に
い
淵
入
し
て
い
る
人
一
段
け
い
務
術
品
ー
で
あ
り
ま
す
α

ぽ
し
ま
す
お

山
川
口
同
月
、
t
お
よ
り
内
凶
凶
早
診
粂
拭

Ng制柑
W

間
後
山
曲
線
州
酬
は
総
務
的
年
1
符
引
叫
段
如
、
主
制
い
会
わ
せ
附
関
係
体
設
校
格
段
夜

間
人
被
同
時
険
煮
詰
伊
的
交
付
先
行
っ
て
総
汁
獲
量
凶
尚
喜
れ
る
と
、
総

町
小
て
い
ま
す
令

官A

つ
ぎ
の
す
べ
て
の
獲
得
合
総
た
し
て

暗

い

え

は

、

保

正

議

長

ぶ

し

て

く
く
だ
さ
げ
つ

山
…
朋
益
金
総
人
事
火
添
付
ゆ
を

附け
2
門
間
以
附
仰
い
い
ゑ
ま
れ
た
人

ω火
が
小
内
糸
川
山
知
怜
4
門叶
9
w
門羽以時仰いい

集
ま
れ
た
人

問
先
が
隊
中
川
部
金
ま
た
は
飢
制
的
問
係
機

内
総
人
設
や
、
あ
き
い
と

関
長
と
L
て
史
的
印
刷
人
じ
よ
り
ゑ
凡
料

金
総
持
し
て
い
る
こ
と
(
災
体
品
仰
に

は
糊
燦
保
険
品
川
一
銭
州
抗
議
議
レ
与
な
っ
て

い
る
問
内
会
を
い

254 

構難場~ζ毒事長正問



va山
鴨
川
U

月
2
m
問
、
9
日
、

M

同日恥

回
日
(
い
ず
れ
も
片
山
陥
日
〉

V
受
付
時
間
務
当
す
る
乳
児
九
服
務

前日午

8
R生
ま
れ
吋
は
、
午
前
Q
d
時
か

ら
9
特
別
分
ま
丹
、
、
赤
ち
ゃ
ん
体
絡
を

行
い
ま
す
。
こ
め
は
か
の
乳
児
以
午
線

ud
時
刻
八
万
す
勺
日
時
ま
?
。

世

v
持
参
す
る
も
の
母
子
機
潔
子
棋
と

パ
ス
タ
オ
ル

1
舶
は
U

子
績
に
は
先
育
状

況
を
よ
く
問
就
業
し
て
村
人
し
ま
し
ょ

wz

誕
乳
児
総
体
仰
は
母
子
幾
康
予
報
の
別
織

の
然
科
事

(
3
1
6か
片
山
市
、

9
1
H

か
H
円
努
ま
科
剤
1
v
、
民
事
情
開
問
?
賛

同
け
ま
し
ょ
う
。

よ

υ後
記
柄
拘
芸
能
凶
作
ー
そ
議
1
吋
ー
パ
バ
寸
l
ぺ
η
Jパ
ペ
パ
引
制
叶

F

F

ト

レ

ピ

1

2

k

一
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

吉川ス

2
7
f
?
?告
は
…
及
び
w
特
定

B
C
G

~ο
ら
し
市
1
5
0
明
日
は
、
糸
、
ま
ノ
「
I
l
i
a
-
e

マ
チ
れ
引
を
作
参
し
て
く
だ
さ
い
ο

ン
脅
ー
で

信

組

税

級

ご
V
時
間
関
午
時
間
9
J
阿
部
分
ム
ザ
ム
つ
け
川
時
油

分
ま
で
〈
第
3
M
m汁
の
み
午
世
1
時
か

ら
3
吟
却
八
万
ま
C
)

V
持
参
す
る
も
の
域
チ
縫
綾
子
総
お

4
僚
組
制
学
組
組
問
緩

(
半
ヨ
晴
鷹
官
」

軍
務
殺
す
る
も
の
対
，
T
四
躍
昨
甲
子
州
戦
ど

問
削
診
察
〈
記
入
も
れ
の
な
い
よ
う
に
お

綴
い
し
ま
す
)

4
1綾
8
か
月
岡
品
鑓
康
診
葦
日
H

緩

vr 
ぬ

i柏
き〈倉

;ミ雅
号よ常
よか¥

丹ん

ごやか怠ゃん

... u ~~!t主管 fこで'V )A!. 111v 分、F
符 号 事 徴 的 系 は く 衣 々 ニ l藍 31対ま時
番つの wr ‘背だのと予も絞 畿で隠
すけ段級行しさ方式f.，' I;}J ゾま
るそ嚇待通子いい拡 E持べで!I召 午
るお病兵三!il‘帯 主主的 '1，に千主
のこに我 iヱ室主* ;~とかク生 60

しか撚模 E挙 手 金 量 正 せ を 寸法年 時
母てかの lJ! 宅島熱 tエ}をけンれ 30
子 1 円あめのし縄"て反た円 分
鵠部てるあ 1 て童書 Y い 1むまL 1 か
!長以ぃる*いめよな同 yJ) 自 ら

j そや!勾る潟 f 、る上二言 、、先!なか 2 
1 絞め rま*闘かお手. "返ら 時

子準ん 11;' Jillまし、 h えむ B (} -; ;10 

l会主チ厄
おJj'， 1.溢

l 子狩的 I~品

;尋問|事
ん主'" I署惑
の.¥iLな IFヨ

イυl組訣ゅ !口
をう堅 l小村

i ftや ff多 1

J 夜、 iい科タト I:，，， 
単 ま立軍事 I ~?1ラ
好 ，旬開 ; す 〉 合言 U.A， 

き T宗めなー

は一!
パ 苫建立: 拾"''''九 V

ー 員選皐 l 市議終 2 Iヨ
パ長 H 哨 最高野ち時時
調 ;;'も ・ 4与月九
'ii 、議事;: 日照的受 12
7 ・弘、{守 H
な i 、善時 ! 野合母~ 26 

ん花王室主 ; ふ わ 子 U 
W ι 暗号 j … せ縫 ~ 
L ど 事ど

1?.' 2 t喜子午
月五 来宇i主 f長

壁会
力、

i 反 さ挟をウ非 A ス イかて 主パで
1人民5鵠れ内分イムミきに射ノし 、ていど夕 、 書
i円に童話 て 終 L }し 、とはぬ スこ宗主はで t空機 2 級 品晶 3 
1体つウぃてス手1，B ‘めにこ吉年与すなさ.'ま lぽE
!はいイ求 、?をは B ~きはまつでがの m どはん;布 E主~
¥ CJ てル守詩情輪車、つ害いは発 ~f 的常総 j二 埼需と ! 
?分 ス峨にし血が為等与にど守年生潟、 合主主的絞 d 守

: め と 持まなあ明り I斐;おにす iニ 成分長官~ ./・ 1 
5 体 罰て ヲよすりきと係 話 、 ゐ ど 、のちに 諸三 ; 

J.~、 障 協旬、まれ分すしおのの 若手貯たあ .C; 

i立 守 主主主てごそ号主主 ff 主警 2る、罰 ; 
i ち 践 校、拠 R な ν、イグょたょに 分タ政滋 ! 
!円 安置 は匁液いるんぬウうし 解ン総評 i 

j域「は今込入 のここあえを;
;帯 η 漆 A そんる さ時れしゑは異'

》終フぎをのでと 盟 2 凶~めを、微 I昔物
;f杓異 化時し 護2J!!:-大"玉 、松免そ立志 i

てー守勺! に ま肝 H T " 生 存 意 事 祭 IL寺ち 4仏外 ; 
iゑあとた肝い綴 ウね場 lJl 野夜以をに広島主!

れど4肝摺ミ史的 ウ応応排リ i交-， ， 
;が問終摺結寸肝 イらな比JLL. イもと除〆人と;
i 絡がゆ細 _ n甲 IP雪て 'レ Jこいし'‘ ! 
1耕ぞれは ψ ぬ Jレつ好日経蔽 スれいよ球るな i
i 、ニて Jt し の 立ム 1ヨザ字型訟 はとョヲかと
!かにしの 変 中 ス日駿 f'IO'"r.. 人 i可刊とば‘ま!
a かりま細 ft に 叩 門 的じ殺し !G 異す:
i り ンい総し 人 /γ、 体てe 特 ま を 杓 】 ;
i 、まとま り (J¥ ご烹慌て認でタ1) ; 

iいい 排ドノ川h しウル寸好 1
!の攻下十 時 「 λ の f々 子炉野手不三九 』 とてイスつ“細 i
?で骸}がし右主 i ぷグ.4f~. t)¥: ¥ klr:干主 二しんやま ぬ 9
i -f力は、でカヲじJぷ必きか¥:JI;;:b ろまス殺り を i
i がカと攻市りに l'ti答!::-!1.~ト/' '1.，.習 でう内幸在、 ど!
i 、号:-1う思ゆむ齢 11'宝ぞと二交よ入，.肝 ん;
!君子いな JJ と主砲込]7'"，災〓 撃とつ攻織 と.' ¥ 

i i2222V1長 k-三子三三~\ 生王 ZZ三学三 ぉ;
ニ ていふル得 コ毛主， トつる之S tJ 

¥ 射し人 どス 〆穆吻 苛ま射的 i主 L 
う係よ一、仁を 111 なす紬r:-ん て i

j イ潔 う究ちも提 Iv寺 町母子だ め:
し以か疫与 金こ を γ ゥ ! 

jス将】j J η にを 向精人 f ま i

" 主 宏 容~約まぱ 1. が 態 な ウ は !
通 関'tもずむ捺す、.V-療攻 J大，議官 yがくイど i

いごとちが，.えを方的と阜の讃持続なルん i
l 合も需ろわ関税較充と〉攻)) 2 lH二〈りスと i
i わあまEんま しじ u0すも治験全殺 虫二、安ん.
1 せりな、して、効とワ療カ域ワ ?とだ掛増 i
i まど急たは 5文書e イでをす裂が 宇にら除嫁!

説埼けが fヨ診察がえルオ滅寸考 問なだ rを i
!おん必 j堺 J!Iカあてス 切るえ りりる 4j

子。事聖心 、 妥 る，fTY乃 さ 1-:， まどこめ i
l 市 なは 家染地と療干長 信 二 れ す貯 とで l

俣 のト リ封，官、を衣 るふま d 殺が ; 
1 S告 は骨 制すわ行ええ o立す ニので結 i

長さ いな がるれえ悠 ハ り も れ状 5字路!

J
P
エ
ャ
ン
コ
ク
ラ
ブ
の
大
ア
ア
ン
で
す
ん

ゅ

う

ふ
U

3

近
議
優
香
ゃ
り
ゃ
ん

我
が
ヂ
的
機
チ
が
な
ん
と
な
く
沈

ん

で

み

え

る

と

相

談

議

?

は

手
島
り
ま
す

3

家

庭

見

設

立

与

勺

て

、

こ

ん

な

ど

へ

椙

談

窓

l
r

詩
的
解
決
を

す

く

話

が

で

急

だ

よ

り

寸

m
闘
っ
て
い
表
す
α

る
よ
う
な
楠
み

V
撒
談
好
調
閥

系
ね
が
為
れ
ば
鳴
『
と
き
し
た
の
M

丹
時
ロ
ロ
か
h
念
総
日
ま
で
の
午
前
日

と
渓
裁
を
か
汁
る
こ
左
が
で
き
ま
す
弓
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
。
家
庭
制
部
設

い
じ
め
ら
れ
て
い
る

登絞鍍否、いじめ、暴力、盗み、

! シンナ叩などは気軽に相談を

t>器締 !lEぎかりをは守二鈴j()雲寺かり

! 午後 s季、….U~L!正午ま
1>場所 !l:会教1すま華内長年セ/ず

惨事重重量 (84) 1 ¥)00 

f痛くないからね3ツベルクワン反応没ひI!flJ;;tBCG

託協1*帯会分 T ;)[lえに
f>f'l 芸品、内企か日しですイー ω ， . 

* 本 名 軍 軍 手 ら 時 て み ' "Ilt h I I〆
ふん1 や 午!l く ま ら を 33| 守イ
み l正人*約!I牟 12 だせし喰も iあ
!~らのと" 30 Iiさ人いみ又 iち

!I寺分 21 いかニ育ふ|
M 長オかま1.1むとと緩!

ii"'- 紺回一明( 叫ん付 ι
?今日干i、之、上 又ペヲ~ 1 1..=. 
五又!ま ミ量不 Eニエ?き 1，切
る れ 官 、 付詰育 夫犬 jj{な i主Z
ん均三ま 9 会合婦とる i 主主
め… J お H干 てず人労 j脚、
i二百年 e… ι、持 参考な λ

で
い
ゐ
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
お
父

さ
ん
、
お
捻
冬
ん
は
カ
れ
い
な
っ
て
く

だ
さ
い
乃

柏

保

健

所

で

議克鍵です愈

• ， 
t 

ι

予
防
藤

次
の
予
防
問
機
制
閣
は
医
療
機
関
科
、
間
間
山
引

に
行
げ
ま
す

q

日
仏
、
告
は
医
療
掛
川
測
に

中
日
誌
濯
が
約
鳶
し
て
ゐ
り
ま
す
の
で
、

阪
持
申
L
寸
ぬ
ん
守
く
だ
8
い。

な
お
予
防
時
間
綴
は
な
る
べ
く
四
刊
か
Hリ

ま
で
に
受
け
て
く
と
々
の
い
。
州
M
m
引
は
人

宇
治
ま
で
は
蹴
い
札
げ
で
す
じ

甲
一
持
参
す
る
も
の
印
滋
と
ほ
チ
鋭
部
相

手
緩苧5持議機の2霊祭機際一気

255 



市民図書撃館名覇産

乍
F，a

?
 

掛
聞の蔚同

州
成
リ
行
き
の
ま
ま
に
十
祝
さ
れ
て
い
く

密

主

的

安

を

巴

お

烈

な

す

を

も

っ

て

'
h

浅
い
た
出
品
愛
映
額
約
悦
作
公
開
閉
開
制
竿

念
迄
j

お

寄

主

義

ベ

ス

ト

ワ

ン

@

」崎一

4d甲
子

*

え

リ

林

笑

美

子

中

E
h
努

成

端

達
J

事
秀
三
:
議
長
支
包
潟
峰
秀

様

子

*

上

映

時

濁

1

2

4

叶

世
間
V
間
同
時
犯
だ
川
目
的
午
後
窓
枠
泊
分

開
州
場
、
午
後
3
時
上
映
山
湖
姶

号
平広言

ョ私的好きな場所子(J)衿大黒予定二務沢紳吋{雲寺}

「電器は鋭、初夏まは縁、晩秋iまイチ議ウ、q.(止絡がまぶしいほどに色づきますJ

f 言畿襲望嘗3読鉛〉
;其え7求i賛i幽観鶴鎗醐，盛盤ヴ，鑑笛s盤盤盟2量盤，

市
民
体
驚
大
会

例
川
勝
お
め
ご
と
!
j
y
Q
M
W
H
け
を
中
心
に

れ
わ
れ
た
市
総
持
仰
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叫
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滋
同
V
虫
訴
す
w
v
焼
料
で
事
大
人
増
白
戦
成
八
む
正
6
2
v
*
f
熟
期
臼
転
車
内
悩
防
車
H円

相
V
官
官
科
で
*
川
町
パ
テ
ニ
ス
ラ
ヶ
，
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(
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潟
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〉
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〉
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〈
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〈
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塚
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潟
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潟
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滋
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時
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て
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数
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時
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学
羽
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刷
問
問
は
2
年

だ
が
、
講
座
終

7
後
も
持
主
的
な

吋
開
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娃
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古
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縁
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検
知
子
〉

。
ゴ
ル
フ
総
会
S
紋
シ
ニ
ア
的
問
酔

の

優
勝
(
務
保
崩
飴
)

。
パ
ド
ミ
ン
争
ン
甲

nuベ
ス
ト
8

0
車
鍬
男
女
と
も
ベ
ス
ト
8

。
軟
式
一
ア
エ
ス
綿
子
ベ
ス
ト
o
b

そ
の
協
は
1
2
口
開
戦
敗
退

マ
問
い
合
わ
せ
教
W
同
委
員
会
体
管
課

宮
(
民
的
〉
1
2
5
1

勾
楽
町
家
目
端
子
之
に
つ
い
て
は
、
次

的
滋
り
特
別
引
収
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科
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昭
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$
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収
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。
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介
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め
中
心
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度
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泌
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熱
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梓
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潟
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滋
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i
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が
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滋
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入
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っ
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ー
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右
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、
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同
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烈
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滋
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史
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が
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述
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仕
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械
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と
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司
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伐
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と
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蜘
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仁
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関
泌
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滋
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フ
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総
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五
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築
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と
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ソ
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の
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に
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必
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、
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の
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学
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(
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放
流
さ
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ま
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た
。
ま
た
手
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伐
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叫
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澄
に
欄
綱
引
き
を
殺
し
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
、
ト
口
プ
ィ

l
金
千
に
し

も
ち
う
と
と
も
に
、
手
賀
市
惜
汚
染
の
で
大
事
び
で
し
た
怨

あ
的
軒
町
二
の
軒
町
放
鐙
ゼ
門
M

l
を
地
?
放
轍
駄
目
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
べ
な
か
心
は
ほ
と
ん
と
新
附
聞
に
近
い

合
設
薬
仁
、

u
n
u
gか
ら
原
市
門
お

i
ン
が
日
出
総
怠
れ
、
市
内
で
も
日
間
門
口
ま
も
の
や
金
柑
削
が
紛
ら
れ
た
り
し
ぞ
い

ゅ
?
に
山
引
き
取
り
手
の
な
い
6
6
9

で
h

議
級
車
H

と
問
山
わ
れ
る
自
転
車

内
合
も
の
霊
長
率
、
バ
イ
ク
が
も
い
く
つ
か
交
じ
っ
て
い
ま
し
た
ロ

時
除
去
怒
れ
ま
し
た
。

A
F
M
附
胤
脱
去
し
た
の
は
mm
い
間
関
欽
援

問
書
別
に
み
る
し
長
も
ま
コ
さ
れ
た
怠
転
車
で
す
が
、
ま
ち
れ

戸
た
の
は
強
吟
ナ
駅
北
幻
明
、
1
3
6

た
殺
給
機
以
外
に
置
か
れ
て
い
る
臼

醐
台
、
次
い
で
ぬ
隙
臼
1
2
2
台
‘
似
事
や
バ
イ
ク
は
2
3
0
0
ムH
(

時

四
天
来
命
的
肌
引
用
H
H
I
-
-
税
、
川
州
北
河
幻
待
機
従
)
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

w

台

芸

口
1
0
0
ヤ
義
き
ま
す
。
こ
の
た
め
長
率
れ
な
い
」
「
衡
の

一

零

封

鋲

は

霊

長

け

喜

美

銭

高

ね

て

い

る

」

と

い

三

苦

悩
鈴
札
口
庁
取
り
は
ず
火
、
れ
て
い
な
い
僚
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

胸
判
自
転
機
や
バ
イ
ク
ロ
宮
市
終
段
ら
時
駐
輪
均
的
問
時
燃
や
総
持
管
理
に
絡
す

円
お
が
総
去
に
あ
ム
む
つ
允
も
の
の
そ
智
内
会
授
は
多
額
告
も
め
と
な
フ
で
い

加
の
数
的
多
冬
に
ピ
y
ク

リ

。

ま

す

。

一
今
悶
昨
同
問
去
で
も
1
h
F

設
翰
配
縫
〈
的
ー
方
は
多
く
な
ど
、
ご
国
明
日
酔

む
蜜
H

は
依
然
と
し
て
土
木
解
決
ご
協
力
を
和
綴
い
い
た
し
ま
す
。

こ

あ

れ

手
賞
、
泌
を
知
ろ
う
大
鱗
引
き
大
会

コ
イ
や
ブ
ナ
、
ウ
ナ
ギ
の
放
協
も

吋

ι-

れ

議
一
一
「
家
一
路
教
宵
フ
ォ
ー
ラ
ム
L

H

お
み
や
げ
N

は
子
買
で
の
ヒ
ン
ト

子
育
て
に
と
ン
ト

i
凶
月
泣
門
口
参
加
者
の
り
と
り
‘
熊
取
叫
晴
子
会
ん

か
ら
兆
Mm子
、
必
託
、
布
絞
め
3
会
(
お
魚
川
は
必
締
結
岬
の
総
拭
ど
れ
も
と

均
で
開
聞
か
れ
て
い
る
「
家
庭
教
符
フ
め
に
な
り
ま
し
介
、
向
か
子
自
問
て
に
向
付

ォ
ー
ラ
ム
い
に
は
毎
回
問
、
小
‘
出
T
字
戸
協
が
崩
て
き
た
み
た
い
で
す
。
主
人
に

生
の
子
を
体
吋
ワ
お
母
さ
ん
方
が
絞
め
も
殺
し
、
今
後
い
い
慾
か
L
な
い
で
す
ね
し

か
け
、
調
例
M
同

ι主
49
程
の
然
消
悦
ぶ

り
で
ふ
9
q

人
気
め
綬
閣
は
テ
1
4
v
と
，
子

制
軌
さ
~
現
在
~
深
刻
な
技
会
問
問
砲

と
な
っ
て
い
る
「
い
ヒ
め
ι

や
持

行
、
滋
同
師
、

f
ど
も
の
性
、
そ
し

て
焔
械
の
お
革
帯
り
の
誌
な
ど
、

タ
イ
ム
リ
i
で

H

知
り
た
い
H

テ

i
マ
が
緩
り
だ
く
さ
ん
。
ま
た
も

今
川
内
は
好
き
な
口
μ
仁
川
町
窓
会
符
耐

で
好
き
な
了
之
丞
ぶ
こ
と
が

T
会
る
の
も
好
訴
で
す
α

あ

ぴ

257 

-ー，
丸"

<i51護

れii
R 
5 
R 

れ|重

館
で

叩

'--



暢荷役摂本民子 85-11'11 骨折制民会総 84-33竹
惜つくし重事実情 84-8801 暢r普段幽霧車茸 84..-1110
串淑 1主主会受醗 88吋-0828 申市E建草草盤E宮語録認数分践 87-3055
嘩翼鵠 北 s< 問 88…叩 2111 也行，.耳図書聾総務動器量密室章 87一泊。骨
骨布絞王定額 89→ 2358 骨中央公民主意 82心515
骨毅商繁華霊 会 85-'1151 掛都市日夜道事務所 85 竹内

申水 量室 長萄 84"，0111 骨身体陣客様福祉センター 88-0141
骨消 紡 饗 84…0119 骨つつじ綬 88-0123
場坐年セニノラ1-1J!l，，，'j90白 帯主主活E襲縄隷〈静化償)87-2379 
串市主空調臨ん室霞 85-2481 ゴ主主)87-0015 (し尿)88-2547
骨然鐙tン タ ー 87 刊31

事噂種事
新しい博喜多量動向と綴織のくらし

一合みどりがあぶ溶い

修期8 AB量的手061まれ悶24B(委設 1>8善寺 12.1'ヨ8臼〈紛〉午後守草寺

から11'ヨ27BC符)8援護若手七例年2 沙務総 務民会豪華霧2 <三会主義望書

湾21臼〈愈lt.teo2F弓24BC問3 砂滋邸 佼主事長設一氏

惨費F時 1 J58(支見p3Cリスト代、 快速章若手¥; !議日Jft8之1257

実レスキーttl手軽装く〉

砂語講再青 山耳記事議産主主総祭スキー型車

惨事事綴人員 さき班408(光重量}饗〉 主主要苦言~~言語言買っ謀、草署捜燃ライブ

惨士宮畿 大学生以上の担J.ct級望書 ラリーの警主将宅をきち手号していだ去さく

砂悪霊雲監高校総tJi<餓 だめ、総量3訟をiヲい主主宅言。

修申し込み・問い合わせ!キ 砂包絡 12.1'ヨ15E:JCEヨ〉午誇U9ff者30

J二事寝室塁する主室、 住所、ff;冬、年畿‘ 分絞ら午後4&寺〈先議汚名〕

震設話番号きを明星とし君主3晶子1総4主主事奇 妙縫再評 水量覇防斗詩霊会議事霞

幾重要会体湾最撃 炉申し込み要望い合わせ電話℃

1>話題詩耳 ii2巨総公霊童
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三ンミヨンヴウブ*タンス:島綴喜幸子

炉葬祭人員 事謹子繍

ー診察湾 総事司
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霊童話語番号、 量売とミ子(J)点、才Hoい導型室主

著書希裁とE号蓄とし、 12fl78(淡

印有史君〉までは我孫ミl'1684事費湾幾

員重量殺会事現禽諜さませ!こ

舗通事巴詰
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b対議員 小空宇3'4.5・5年全長 (820 

各L中学守王手主主計5お〉先電器民議

1>学意書臼寝 12月25凶t.tB28日¥

守汚4白かを，68(J)7El健司、会F蕗5

Eヨ静香45分から11華寺30分按で

b語喜話時 毛主主喪主号泣露軍

惨草壁F腎 35∞円、製材襲撃事8OOP3
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記し、 12.1'警句協01く)霊堂eにゆき善26
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診対議員 F町内居住替で険機主主主韓協 でさツヴン(J)器密鰭tJ通事りまし芝。
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後守 E害対649寺

事砂溺高時 E長毒事車括合務庁重量〈耗}Pfち〕

院炉問い合わ枝 子雲襲県議事事室括主w
2議総課宮0473-61-2111

f手祭主主i謀、 12.1'ヨ15Eヨから重量l:r!昔
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市役所りピベこ三 F吾妻笹遊幾重霊の
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つえ乏の'c、 その読さ告書金90∞F号畿通

干止の定めにごと警誉総ガありまし疋0

4告すし鱗僚からみど勺富事務室むと

寿L，120人分の要害後汀ありましと。

令室華斉威縫議〈湖誌を宝〉から豊臣善幸

子守在きの寄付がありましZ主。

痩紫協1Jの錦礼
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1襲 、ツ:tJ-9とフ…ガニ草壁譲J f芭

*J賓F軽 大人γヌ∞OR、ミ子供1 議室車2幸喜「八木童話f花2主主主童書J 他 テlAさとでラジオで論議後望号銭高1
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分、出 発 鈴 11I義幸光霊童傘立E口ひらガホmE主要主総
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